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P082017年度 減災・復興支援技術
プロジェクトユニットの研究

減災・復興支援技術プロジェクトユニットの目的と活動

被災地支援・受援を効率化する組織と技術の研究を行う「組織」プロジェクトエリアでは、災害直後の被災状況に関する情報を迅速な
収集と解析を「災害空間情報解析ユニット」が分担し、「減災・復興支援技術ユニット」においては、それらの情報を活用して減災・復興
支援を合理的に計画するための数理計画・空間計画手法と、社会・経済的情勢のシミュレーション手法を研究する。
2017年度は、津波避難計画、復興土地利用計画のほか、人道支援ロジスティックス問題に対する意思決定ツールを整理し、数理計
画モデルの研究成果を学会等で研究発表した。新規に加わった水谷助教はアセットマネジメント計画に災害リスクを組み込む研究を
開始した。また，福祉施設の防災活用、人道支援ロジスティクスに関して、科学研究費による共同研究プロジェクトを推進した。1),2)

自動車を用いた津波避難計画の研究

2017年度の活動による成果

広域避難の実態と交通機能の提供に関する研究

将来の災害に貢献できること

自然災害の発生時には、限られた情報、錯綜し相矛盾する情報しか入手でき
ない中、時々刻々と変化する状況に対して、手遅れにならない対応をとることが
必要になる。本ユニットでは、災害時に限られた資源・人員をやりくりするための
意思決定のあり方に着目し、「モデリング、計算、デザインの技術」の研究を通し
て定型的な意思決定手順とツールを開発して、将来の災害対応・復旧・減災地
域づくりにおける意思決定を、迅速かつ円滑に進める技術を提供する。

【外部資金】1) 学振科学研究費 挑戦的研究(萌芽)H29-31「嫌悪施設の包摂的立地による地域防災力向上への挑戦」(代表:奥村，分担：平野，井内，佐々木etc)
2) 学振科学研究費 基盤研究（B）H29-31「先進的技術による緊急支援物資ラストマイル輸送システムの構築」(代表 花岡伸也(東工大)，分担:奥村etc)

【査読論文】3) 津波遭遇リスクを最小化する自動車避難最適化モデル，奥村、片岡、金：2017.12，土木学会論文集 D3,73(5), pp. I_1083-I_1092. 
4)歩車混合避難における津波遭遇リスクと交通事故リスク，竹居・奥村：2018.2，交通工学論文集（特集号）,4(1),pp.A_129-137.
5) 東日本大震災広域避難者の移動における高速道路の役割，2018.4，高速道路と自動車， 61(4),pp.17-23.
6) Analysis of the Effect of Different Demand Trends in Deterministic Relief Inventory Model, R.Das & M.Okumura: 2018.4, Journal of the Eastern Asia Society for 
Transportation Studies,12, pp.757-780.
7) Variability of optimal infrastructure management policy by internalization of seismic risk, Daijiro Mizutani:2018, Journal of Disaster Research（投稿中）

災害リスクを考慮したアセットマネジメントの研究
地震による破損リスクを考慮したアセットマネジメント計画7)

・ 高度成長期に作られた多くの社会インフラ施設が経年劣化し、少ない費用で
機能を維持するための点検・補修の体制を構築することが求められ、この10
年ほどで、数理的な点検・補修戦略決定モデルの研究が進展してきた。

・これまでは、施設の老朽化により機能が低下し、施設が使用不能になる
可能性のみを考えてきたが、供用期間中の災害の発生による機能停止の
可能性を考慮するよう、モデルの拡張を行った。

1)津波遭遇リスクを最小化する自動車避難の研究3)

・従来の総通勤時間最小化の交通パターンを求める研究では、道路上の渋
滞をなくすため、多くの車を自宅で待機させることが必要となる。

・津波避難では、海に近い自宅で待機させることはナンセンス。

・各地点の津波遭遇リスクが時間経過とともに上昇していくと考え、避難
完了までのリスクの総和を最小化する避難方法の計算方法を提案した。

★起点セルの接続交差点
●避難場所セルの接続交差点

図 宮城県W町の設定
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図 A)誘導なし、B)総所要時間最小化、C）総津波遭遇リスク
最小化の各ケースにおける、使われる道路の比較

2)歩車の混在を考慮した津波避難方法の研究4)

自動車台数歩行者人数

・自動車と歩行者の錯綜が、所
要時間や、交通事故のリスクの
増加をもたらす危険性がある。

・上記の最適化モデルに、これ
らの影響を取り入れた。

図 津波遭遇リスク最小の避難方法における、
歩行者と自動車が使う道路の比較

避難所に直結する道路を歩行者に割り当て、自動車はこ
れらを避けながら南北に迂回して山側（西側）に向かう。

図 自動車の利用率と、
総津波遭遇リスクとの関係

奥村 誠・水谷大二郎（コアメンバー）,杉浦元亮・平野勝也・井内加奈子（サブメンバー）

3)歩行困難な住民を途中乗車させる避難方法の研究
・十分な車両や運転者が確保
できない地区に他地区から
車両を送り、乗車させる。

海に向かう交通の発⽣

途中乗⾞なし

沿岸→内陸

津波遭遇
総リスク値
＝83,553

津波遭遇
総リスク値
＝40,458

途中乗⾞あり

最⼤同乗者⼈数3.0⼈ 要援護者率50％ 運転可能率10％

図 途中乗車の有無による自動車通行道路の比較

最⼤同乗者⼈数3.0⼈

図 途中乗車によるリスク減少効果

東日本大震災広域避難者の移動と高速道路の役割の研究5)

図 復興庁発表，月毎の県外避難者数

福島県→県外

岩手県→県外
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表 広域避難関連の高速道路利用による往来（旅行）回数の推計値

表 避難先と避難元を
往来する頻度

(福島県外避難者)

・ 6年間で685万
トリップに近い
利用がなされ，
約450億円の
利用者便益を
生み出した。

・無料化がなけ
れば、その一
部は顕在化し
なかったと考
えられる。

・ 東日本大震災と原発事故は多数の広域避難者を生み出した。そこで，被災
家屋の片付け，行政等との連絡，家族・親戚・知人との再会等のための県間
移動量と高速道路利用分を、復興庁の避難者数調査、福島県のアンケート
調査に基づき、量的に把握し、高速道路無料化の効果の定量化を試みた。
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図 避難先地域別の主要交通
手段(福島県外避難者)

福島県実施の避難者アンケートによる


